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4．Tl・201　ChRoride心筋シンチグラフィーの基礎

　　的検討
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　20iTICIを用いたパラレルコリメーターでの心

筋シンチグラム像は小さく読影に不便なことから

われわれはコンバージングコリメーターの使用を

考え，両者の解像力等の基礎的検討を行ない，ま

た球状の心筋ファントームに仮想の欠損部を作り，

検出角度の検討を行った．

　これらに最小どの程度の大きさの欠損がシンチ

グラム上に識別できるのか検討を加えた．

　解像力用チャートでも2mmφのLine　sou！’ceで

もコンバージングコリメーターの方が拡大された

部分だけ分離能がすぐれていた．

　球状ファントームによる仮想梗塞部に対しては

かなり大きいものでなければ識別不可能であった．

　欠損像の描出は欠損部とその周囲のRI量の比

によって決定されるものであるが今回さらに，

1×1，2×2，3×3cm2の面積でそれぞれ0．5，1，2，

3cmの厚さのパラフィンファントームを容器内

にならべ201TICI溶液をそれぞれの厚さまで満し

シンチグラム像を得て識別限界を求めたがコンバ

ージングコリメーターの方が有意に現われた．

　コンバージングコリメーターを用いるとパラレ

ルコリメーターに比べて，解像力をそこなうこと

なく，拡大された心筋シンチグラム像が得られ肝

臓等の周辺臓器を視野から除外でき心筋自体の情

報量の向上につながる．
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　Tl－201心筋イメージングを行った種々の心疾患

78例について検討した．

　心筋酵素CPKとECG及び臨床経過より心筋

梗塞と診断した33例で梗塞部位を心電図診断と心

筋イメージングによる部位診断で比較した．33例

中27例81．8％で一致をみたが，6例18．1％では一

致しなかった．これらは心筋イメージングで後壁，

高位側壁と診断したものに多かった．心筋イメー

ジングでDefective　imageを示した19例の内11例

58％でECGでも貫壁性梗塞を認めたが，8例42

％では非貫壁性梗塞であった．これらはECGで

下壁及び後壁梗塞と診断されたものが多かった．

　7例の心筋梗塞患者で平均80日間隔で2回心筋

スキャンを実施した．臨床症状改善後，集積程度

の変化を示したが集積異常は存続した．

　運動負荷心筋イメージングでRI静注直後にイ

メージングを行い，その約5時間後にRIの再投

与をせずに安静時の心筋イメージを行う方法は虚

血性心疾患の診断に有効で，患者の被曝線量等の

負担を考慮すれば，今後さらに検討されるべきで

ある．

　Tl－201心筋イメージングは心筋の肥厚，うっ血

性心不全の程度及び部位，心のう液貯留の診断，

その経過観察および治療効果の判定に有用である

と考えられた．
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